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９日(火)には大仙市教
育委員会主催の「ディス
カバーだいせん」が行わ
れました。これはＡＬＴ
のみなさんから見た大仙
の素晴らしさをプレゼン
テーションしていただ
き，そこからふるさと大
仙のよさを再発見すると
いうものです。
２組の幸乃さん，６組の美心都さんが本校代表として仙北ふれあい文化センターで行
われた本会場でのイベントに参加し，他の２年生は本校の多目的ホールでライブビュー
イングの形での参加となりました。
ＡＬＴのみなさんのそれぞれの視点から，食，文化，行事，自然についての発表があ
りました。機器不良のため，視聴できない部分もありましたが，本会場や他校の教室を
つないで，質問やそれに対する応答が双方向で行き交う場面を見ることができました。
リモートで仕事や授業，会議などが行われている世の中になっています。その一端を実
感する機会になったことと思います。今後，GIGAスクール構想が進み，機器が揃えば，
多様な交流の機会が増えるのではと思いました。
本会場でのイベントに参加した２人の感想を紹介します。

幸乃さん
ALTの先生方のスピーチを聞いて，私たちの身近にある，普段何気なく訪れていたお店や山など

の景色が大仙の魅力の一つであることを知りました。また，自分のおすすめのお散歩コースを紹介
している先生もいました。そのようなことを生かして，大仙市をより活性化していきたいです。今回の
リモート中継のように，コロナ禍の中でも，多くの人と安全に情報を共有できる工夫が更に広まれば
いいと思いました。

美心都さん
ディスカバーだいせんを通して，海外から来てくださった人たちは大仙市に住んでいる私たちより

大仙市のよさをよく知っていて，私はもっと自分の住んでいる，この大仙市に関心をもたないといけ
ないなと思いました。他の国では年に一度くらいしか花火を見る機会がないと聞き，私たちは幸せだ
なと感じました。花火は見ている相手の心を動かしたり，笑顔にする力があると思うので，花火は大
仙市にとって本当に宝物だと思います。その大仙市の花火を日本だけではなく，世界各国に広め，
世界中の人々を笑顔にさせられたら最高だなと考えました。大仙市の素晴らしいところを再発見でき
たので，とてもよい時間だったと思います。

１７日(水)には後期期末テストが行われます。一年間の学習を締めくくる，今年度最
後の定期テストとなります。先週から計画表を作って学習を進めてきていると思います
が，明日からの５日間が最後の勝負所となります。14(日)～16(火)のテスト前部活動
休止期間の時間も大切に使ってほしいと思います。ワークやプリントなどの課題に繰り
返し取り組み，自信をもってテストに臨んでもらいたいと思います。

よく生きよ

日　程　・　行　事　等 放課
2/15 (月) 大曲小学校見学　　期末テスト前部活動休止期間 15:30
2/16 (火) 職員会議　　　　 　　期末テスト前部活動休止期間 15:30
2/17 (水) 後期期末テスト 16:00
2/18 (木) 東大曲小学校見学 15:30
2/19 (金) 14:35


